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令
和
２
年
３
月
定
例
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
伴

い
、
会
期
日
程
を
短
縮
し
、
２
月
25

日
か
ら
３
月
16
日
ま
で
の
21
日
間
の

開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
の
施
政
方

針
に
対
し
、
各
会
派
が
代
表
質
問
を

行
い
ま
し
た
。（
代
表
質
問
の
要
旨

は
４
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ
）

　

ま
た
、
一
般
会
計
予
算
を
は
じ

め
、
各
特
別
・
企
業
会
計
の
当
初
予

算
の
ほ
か
、
吉
川
市
文
化
芸
術
振
興

基
金
条
例
な
ど
の
市
長
提
出
議
案
28

件
、
市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
１

件
、
議
員
提
出
議
案
と
し
て
４
件
の

意
見
書
な
ど
を
審
議
し
、
議
決
し
ま

し
た
。（
議
案
審
議
の
内
容
は
６
ペ
ー

ジ
か
ら
８
ペ
ー
ジ
、
請
願
・
意
見
書

の
内
容
は
12
ペ
ー
ジ
か
ら
13
ペ
ー

ジ
）
な
お
、「
市
政
に
対
す
る
一
般

質
問
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
影
響
に
よ
り
取
り
や
め
と
な
り
ま

し
た
。（
一
般
質
問
の
要
旨
は
９
ペ
ー

ジ
か
ら
12
ペ
ー
ジ
）

令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

　
　
こ
ん
な
こ
と
に
使
わ
れ
ま
す

　
◆�

市
民
参
加
推
進
事
業
・
自
治
会
活

動
支
援
事
業　

５
３
５
０
万
円

　
「
み
ら
い
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
助
成

金
」
や
「
市
民
シ
ン
ク
タ
ン
ク
」
事

業
を
継
続
す
る
と
と
も
に
、
自
治
会

活
動
や
地
域
自
治
に
つ
い
て
専
門
家

新
年
度
　
一
般
会
計
予
算

２
３
０
億
３
１
９
９
万
９
０
０
０
円
で
ス
タ
ー
ト

３
月
定
例
会

概
　
要

当
初
予
算

を
招
き
、
自
治
会
活
動
を
支
援
し
ま

す
。

◆
障
が
い
者
支
援
に
関
す
る
事
業

　
　
　
　
　
２
億
９
５
５
８
万
円

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
困
っ
た
と
き

に
「
ち
ょ
っ
と
し
た
手
助
け
」
を
行

う
「
あ
い
サ
ポ
ー
ト
運
動
」
を
実
践

し
、
誰
も
が
暮
ら
し
や
す
い
社
会
の

実
現
を
進
め
ま
す
。

◆
公
園
維
持
管
理
事
業

２
億
６
０
８
１
万
円

　
身
近
で
親
し
み
の
あ
る
公
園
と
し

て
、
公
園
施
設
の
適
正
な
維
持
管
理

を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
市
民
や
管

理
団
体
と
の
協
働
に
よ
る
維
持
管
理

を
併
せ
て
推
進
し
ま
す
。

特
別
会
計
な
ど

　
　
新
年
度
予
算
決
ま
る

　
５
つ
の
特
別
会
計
と
水
道
事
業
会

計
、
下
水
道
事
業
会
計
の
令
和
２
年

度
予
算
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

●特別会計
会　計　別 予算額（千円） 前年度比（％）
国民健康保険 6,674,177 △ 4.4
農業集落排水事業 30,538 0.7
介　護　保　険 3,904,968 2.0
後期高齢者医療 747,071 13.9

吉川美南駅東口周辺地区
土地区画整理事業 3,695,375 48.7

合　　計 15,052,129 7.1

県支出金
7.3％　1,675,419 千円
県支出金
7.3％　1,675,419 千円
県支出金
7.3％　1,675,419 千円

地方交付税
6.1％　1,400,000 千円
地方交付税
6.1％　1,400,000 千円
地方交付税
6.1％　1,400,000 千円

地方消費税交付金
6.1％　1,400,000 千円
地方消費税交付金
6.1％　1,400,000 千円
地方消費税交付金
6.1％　1,400,000 千円

繰入金
3.3％　760,863 千円

諸収入
2.3％　527,913 千円

その他
4.3％　1,022,673 千円

教育費
10.0％　2,311,521 千円

土木費
14.0％　3,233,530 千円

消防費
5.2％　1,190,640 千円

農林水産業費
1.0％　238,856 千円

議会費
0.9％　209,231 千円

商工費
0.6％　126,456 千円

予備費
0.1％　15,000 千円

諸支出金
0.0％　170千円

分担金及び負担金
0.9％　210,916 千円

市税
41.5％
9,551,007 千円

市税
41.5％
9,551,007 千円

市税
41.5％
9,551,007 千円

国庫支出金
17.7％　4,070,908 千円

市債
10.5％　2,412,300 千円
市債
10.5％　2,412,300 千円
市債
10.5％　2,412,300 千円

歳入歳出 民生費
43.6％
10,053,347 千円

民生費
43.6％
10,053,347 千円

民生費
43.6％
10,053,347 千円総務費

9.0％　2,069,760 千円
総務費
9.0％　2,069,760 千円
総務費
9.0％　2,069,760 千円

公債費
8.8％　2,017,344 千円
公債費
8.8％　2,017,344 千円
公債費
8.8％　2,017,344 千円

衛生費
6.8％　1,566,144 千円
衛生費
6.8％　1,566,144 千円
衛生費
6.8％　1,566,144 千円

会計〉
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主
な
議
案
の
あ
ら
ま
し

〇�
吉
川
市
道
路
の
構
造
の
技
術
的
基

準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例

　
国
の
法
令
改
正
に
伴
い
、
自
転
車

通
行
帯
に
関
す
る
基
準
を
定
め
、
用

語
の
整
理
を
行
い
ま
す
。

〇
吉
川
市
文
化
芸
術
振
興
基
金
条
例

　

文
化
芸
術
の
振
興
を
図
る
た
め
、

基
金
を
設
置
し
ま
す
。（
議
会
注
目

の
議
案
、
７
ペ
ー
ジ
）

〇
請
負
契
約
の
変
更
契
約
に
つ
い
て

　
越
谷
吉
川
線
の
整
備
に
あ
た
り
、大

場
川
に
か
け
る
橋
台
設
置
工
事
に
つ

い
て
、作
業
ヤ
ー
ド
を
設
置
す
る
た

め
、請
負
額
と
工
期
を
変
更
し
ま
す
。

人
事
案
件

〇
教
育
委
員
会
委
員

　
教
育
委
員
会
委
員
の
神
田
美
栄
子

氏
が
令
和
２
年
４
月
22
日
を
も
っ
て

任
期
満
了
と
な
る
た
め
、
そ
の
後
任

と
し
て
荒
井
一
美
氏
を
任
命
す
る
こ

と
に
同
意
し
ま
し
た
。

〇
監
査
委
員

　
監
査
委
員
の
大
泉
將
平
氏
が
令
和

２
年
４
月
22
日
を
も
っ
て
任
期
満
了

と
な
る
た
め
、
再
度
任
命
す
る
こ
と

に
同
意
し
ま
し
た
。

◆
公
共
交
通
機
関
整
備
改
善
推
進
事
業

３
２
６
６
万
円

　
高
齢
者
の
地
域
生
活
を
支
え
る
移

動
支
援
と
し
て
、
平
成
29
年
12
月
よ

り
試
行
的
に
始
め
た
「
タ
ク
シ
ー
利

用
料
金
助
成
事
業
」
が
試
行
期
間
の

終
了
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
事
業
の

検
証
を
行
う
た
め
の
検
討
会
を
実
施

し
、
公
共
交
通
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

◆
減
災
対
策
事
業

　
　
　
　
　
　
　
３
６
０
３
万
円

　
「
減
災
意
識
、
自
助
・
共
助
の
意

識
の
向
上
」、「
将
来
に
わ
た
る
地
域

減
災
の
担
い
手
の
育
成
・
発
掘
」
を

目
指
し
、「
地
区
が
行
う
自
発
的
な

防
災
・
減
災
活
動
に
関
す
る
計
画
の

策
定
支
援
」
を
行
う
ほ
か
、「
避
難

行
動
要
支
援
者
へ
の
迅
速
か
つ
確
実

な
避
難
情
報
の
提
供
」
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、「
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
標
識
の
設

置
」、「
災
害
用
ス
ツ
ー
ル
型
ト
イ
レ

設
置
」、「
中
央
中
学
校
防
災
倉
庫
修

繕
」
に
つ
い
て
も
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

◆
教
育
指
導
推
進
事
業

　
　
　
　
　
　
　
２
２
９
０
万
円

　
平
成
30
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

い
じ
め
・
不
登
校
対
策
プ
ロ
グ
ラ

ム
「
勇
者
の
旅
」
を
こ
れ
ま
で
取
り

組
ん
で
き
た
北
谷
小
学
校
・
関
小
学

校
に
加
え
全
小
学
校
に
導
入
し
ま
す
。

ま
た
、
学
び
と
育
ち
の
連
続
性
を
重

視
し
た
教
育
の
充
実
を
図
る
た
め
、

市
内
全
て
の
小
・
中
学
校
で
の
小
中

一
貫
教
育
を
推
進
し
、
児
童
生
徒
の

学
力
・
体
力
向
上
や
非
認
知
能
力
の

向
上
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

◆
企
画
調
整
事
業

２
５
４
６
万
円

　
令
和
４
年
度
を
始
期
と
す
る
、
第

６
次
吉
川
市
総
合
振
興
計
画
を
策
定

し
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
、
審
議
会

の
開
催
や
市
の
現
状
分
析
等
の
基
礎

調
査
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
吉
川

美
南
駅
東
口
地
区
の
文
化
施
設
な
ど
、

公
共
施
設
整
備
に
つ
い
て
検
討
し
ま

す
。

●水道事業会計
収益的収入及び支出 予算額（千円） 資本的収入及び支出＊注 予算額（千円）
水道事業収益 1,570,017 資本的収入 148,992
水道事業費用 1,519,700 資本的支出 1,112,826

●下水道事業会計
収益的収入及び支出 予算額（千円） 資本的収入及び支出＊注 予算額（千円）
下水道事業収益 1,423,611 資本的収入 775,422
下水道事業費用 1,413,341 資本的支出 1,012,034

注
：
資
本
的
収
入
が
資
本
的
支
出
に

対
し
不
足
す
る
額
は
、
過
年
度
分
損

益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
で
補
て
ん
す

る
。

県支出金
7.3％　1,675,419 千円
県支出金
7.3％　1,675,419 千円
県支出金
7.3％　1,675,419 千円

地方交付税
6.1％　1,400,000 千円
地方交付税
6.1％　1,400,000 千円
地方交付税
6.1％　1,400,000 千円

地方消費税交付金
6.1％　1,400,000 千円
地方消費税交付金
6.1％　1,400,000 千円
地方消費税交付金
6.1％　1,400,000 千円

繰入金
3.3％　760,863 千円

諸収入
2.3％　527,913 千円

その他
4.3％　1,022,673 千円

教育費
10.0％　2,311,521 千円

土木費
14.0％　3,233,530 千円

消防費
5.2％　1,190,640 千円

農林水産業費
1.0％　238,856 千円

議会費
0.9％　209,231 千円

商工費
0.6％　126,456 千円

予備費
0.1％　15,000 千円

諸支出金
0.0％　170千円

分担金及び負担金
0.9％　210,916 千円

市税
41.5％
9,551,007 千円

市税
41.5％
9,551,007 千円

市税
41.5％
9,551,007 千円

国庫支出金
17.7％　4,070,908 千円

市債
10.5％　2,412,300 千円
市債
10.5％　2,412,300 千円
市債
10.5％　2,412,300 千円

歳入歳出 民生費
43.6％
10,053,347 千円

民生費
43.6％
10,053,347 千円

民生費
43.6％
10,053,347 千円総務費

9.0％　2,069,760 千円
総務費
9.0％　2,069,760 千円
総務費
9.0％　2,069,760 千円

公債費
8.8％　2,017,344 千円
公債費
8.8％　2,017,344 千円
公債費
8.8％　2,017,344 千円

衛生費
6.8％　1,566,144 千円
衛生費
6.8％　1,566,144 千円
衛生費
6.8％　1,566,144 千円

〈一般
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中
原
市
長
の
施
政
方
針
に

会
派
代
表
者
が
問
う
！

代
表
質
問

◆
市
長
の
施
政
方
針
よ
り
◆

▼
市
民
の
安
全
・
安
心
を
高
め
る

▼�

子
ど
も
の
笑
顔
で
満
た
さ
れ
る
ま

ち
を
つ
く
る

▼
ま
ち
の
価
値
を
高
め
る

▼
ま
ち
の
住
み
よ
さ
を
高
め
る

力
強
い
「
市
民
と
の
協
働
」
を
先
頭
に
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
幸
福
実
感
を
得
ら
れ
る
未

来
」「
持
続
可
能
な
未
来
」
と
い
う
「
価
値

あ
る
未
来
」
に
向
け
、「
計
画
と
実
行
」
を

さ
ら
に
前
進
さ
せ
る
一
年
と
し
ま
す
。

◆
市
民
の
幸
福
実
感
の
向
上
の
た
め
に

「
市
民
と
の
共
動
」「
市
民
の
幸
福
実

感
向
上
」
の
実
現
を
考
察
す
る
中
で
、

特
に
「
幸
福
実
感
」
に
つ
い
て
は
数
値
化
す

る
こ
と
が
難
し
い
も
の
で
あ
る
と
考
え
る
が
、

市
民
の
幸
福
実
感
向
上
の
た
め
、
人
物
や
功

績
に
対
し
、
市
か
ら
の
敬
意
と
評
価
を
お
示

し
で
き
る
新
た
な
手
法
（
新
し
い
表
彰
制
度

の
あ
り
方
等
）
の
検
討
に
つ
い
て
、
考
え
を

伺
う
。「

市
民
の
幸
福
実
感
の
向
上
」
は
、
基

本
構
想
に
掲
げ
る
ま
ち
づ
く
り
の
基

本
理
念
の
一
つ
で
あ
り
、
職
員
と
共
に
目
指

す
べ
き
最
大
の
目
標
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
施
政
方
針
で
も
申
し
上
げ
た
と
お
り
、

幸
福
実
感
の
向
上
は
行
政
が
作
り
上
げ
市
民

に
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
市
民
と
行
政
の

共
動
か
ら
生
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

ご
提
案
の
「
幸
福
実
感
に
つ
な
が
る
活
動
を

行
う
市
民
や
団
体
に
敬
意
や
評
価
を
示
す
こ

と
は
、
次
の
新
た
な
共
動
を
呼
び
起
こ
し
、

更
な
る
幸
福
実
感
の
向
上
を
も
た
ら
す
有
効

な
手
法
で
あ
る
と
考
え
る
。
現
在
、
市
で
は
、

「
吉
川
市
表
彰
条
例
」
に
基
づ
き
、
市
政
に

功
労
さ
れ
た
方
や
、
他
の
模
範
と
な
っ
た
方

な
ど
に
対
し
、
そ
の
功
績
を
た
た
え
表
彰
し

て
い
る
が
、
ご
提
案
の
内
容
を
踏
ま
え
、
新

た
な
手
法
に
つ
い
て
検
討
し
て
ゆ
く
。

未
来
会
議

　
よ
し
か
わ

戸
田 　
馨

問答

①
９
回
に
わ
た
っ
て
こ
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

の
言
葉
が
出
て
く
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

10
年
後
の
２
０
３
０
年
が
目
標
達
成
年
次
で
、

こ
の
10
年
が
達
成
に
む
け
た「
行
動
の
10
年
」

と
し
て
い
る
。
市
長
の
達
成
へ
の
所
見
を
問

う
。
②
災
害
時
要
支
援
者
の
見
守
り
・
声
か

け
は
、
地
区
防
災
計
画
策
定
と
大
き
く
関
係

に
お
い
て
市
民
の
移
動
に
係
る
利
便
性
向
上

は
。

①
第
６
次
吉
川
市
総
合
振
興
計
画
の

策
定
に
あ
た
り
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
視
点

を
踏
ま
え
、
10
年
後
の
未
来
を
見
据
え
た
計

画
を
作
る
。
②
地
区
防
災
計
画
の
中
の
「
地

区
防
災
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
、
災
害
時
要
支

援
者
の
情
報
を
マ
ッ
プ
に
落
と
し
込
む
。
③

４
つ
の
中
学
校
区
に
分
け
、
９
年
間
の
学
び

と
育
ち
を
つ
な
ぐ
教
育
課
程
を
編
成
す
る
為
、

地
域
に
理
解
と
協
力
を
頂
き
、「
地
域
と
共

て
い
ま
す
。

今
後
の
吉
川
地
区
、
三
輪
野
江
地
区
、

旭
地
区
の
市
域
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
考

え
て
い
る
か
伺
い
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
ニ
ー
ズ
、
子
育

て
、
教
育
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
充
実

を
図
る
こ
と
で
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
発
展
が
出

来
る
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
市

全
体
の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
た
上
で
も
三
輪
野

江
の
開
発
、
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
の
拡
張
を
実
現

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

公
明
党

　
吉
川
市
議
団

小
野 　
潔

旭
地
区
の
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
施

に
つ
い
て
、
事
前
に
地
域
の
自
治
会

役
員
等
の
方
々
に
災
害
Ｈ
Ｕ
Ｇ
（
避
難
所
運

営
ゲ
ー
ム
）
を
体
験
研
修
さ
れ
て
は
と
考
え

ま
す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

次
回
の
減
災
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
内

容
を
精
査
し
た
上
で
研
修
に
つ
い
て

自
由
民
主
党

　
吉
川
市
議
団

松
﨑 　
誠

問答

答 問

問

答
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お
あ
し
す
の
元
「
は
ー
と
ふ
る・ぽ
っ

と
」店
舗
跡〔
現
在
閉
鎖
さ
れ
て
い
る
〕

を
市
民
の
た
め
に
開
放
と
の
請
願
が
議
会
に

て
採
択
さ
れ
て
い
る
。
い
つ
開
放
す
る
の
か
。

市
民
の
皆
様
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、

速
や
か
に
開
放
す
る
方
向
で
進
め
て

参
り
ま
す
。

昨
年
９
月
に
庁
舎
建
設
基
金
条
例
廃

止
に
伴
う
付
帯
意
見
の
旧
庁
舎
跡
地

の
地
盤
・
地
質
調
査
等
の
対
応
は
。

現
段
階
で
の
調
査
の
必
要
は
な
い
。

吉
川
市
文
化
芸
術
振
興
基
金
の
目
的

は
「
演
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
へ
の
基

金
に
特
化
し
て
い
る
の
で
は
。

本
年
は
、
演
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
活

用
し
て
参
り
た
い
。

三
輪
野
江
地
区
イ
ン
タ
ー
周
辺
へ
の

農
業
パ
ー
ク
構
想
は
、
地
元
住
民
の

賛
同
は
得
ら
れ
る
の
か
。
ま
ず
開
発
を
目
指

し
た
三
郷
市
と
の
連
携
に
よ
る
計
画
の
推
進

を
。

今
後
素
案
を
も
と
に
地
元
の
皆
様
な

ど
の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
作
成
し

て
参
り
た
い
。

吉
川
美
南
駅
東
口
周
辺
土
地
区
画
整

理
事
業
は
、
多
く
の
問
題
が
発
生
し

て
お
り
、
市
は
、
工
事
を
ス
ト
ッ
プ
し
て
で

も
ま
ず
は
問
題
の
解
決
を
図
る
べ
き
で
は
。

こ
こ
は
吉
川
市
の
未
来
を
決
め
る
大

事
な
場
所
で
あ
り
、
多
く
の
人
達
、

全
国
的
に
こ
の
開
発
を
注
視
し
て
お
り
ま
す
。

適
切
な
盛
土
造
成
・
適
正
な
価
格
処
分
で
す
。

木
売
落
し
を
活
用
し
た
二
重
構
造
の

貯
水
施
設
の
事
業
見
直
し
の
状
況
は
。

中
川
改
修
で
共
保
ポ
ン
プ
場
の
ポ
ン
プ
増
設

は
可
能
か
。

貯
留
施
設
事
業
が
国
の
補
助
金
対
象

と
な
る
こ
と
が
難
し
く
、
計
画
を
見

直
し
せ
ざ
る
を
得
ず
、
改
め
て
検
討
す
る
。

排
水
ポ
ン
プ
の
増
強
が
可
能
か
ど
う
か
、
江

戸
川
河
川
事
務
所
と
協
議
す
る
。

Ｊ
Ｒ
吉
川
駅
北
口
改
修
の
構
想
案
を

伺
い
た
い
。

北
口
の
歩
道
の
凸
凹
、
車
両
の
混
雑

な
ど
の
課
題
が
あ
る
。
現
況
測
量
を

行
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
混
雑
解
消
に
向
け

て
警
察
な
ど
関
係
機
関
と
協
議
し
検
討
す
る
。

江
戸
川
河
川
防
災
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内

の
市
の
施
設
設
置
の
計
画
と
住
民
説

明
は
。江

戸
川
河
川
事
務
所
と
連
絡
を
と
り
、

適
切
な
時
期
に
地
域
の
方
と
活
用
方

法
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
。

市
内
の
農
産
物
を
学
校
給
食
に
活
用

す
べ
き
で
あ
る
。

様
々
な
困
難
は
あ
る
が
取
り
組
ん
で

い
く
。

国
保
加
入
者
の
な
か
で
税
の
負
担
が

重
す
ぎ
る
と
の
声
が
多
く
あ
る
。
国・

県
に
も
財
政
的
負
担
を
求
め
均
等
割
や
加
入

者
負
担
軽
減
の
施
策
実
施
を
す
べ
き
で
あ
る
。

低
所
得
者
対
策
な
ど
に
公
費
の
拡
充

が
図
ら
れ
る
な
ど
、
保
険
税
の
軽
減

に
寄
与
し
て
い
る
。

日
本
共
産
党

　
吉
川
市
議
員
団

遠
藤　
義
法

市
民
の
会

　
・
無
所
属

齋
藤　
詔
治

問

問

問問

問問

問問問

問 答

答

答答答

答

答答答

答 す
る
、
具
体
的
に
は
。
③
「
小
中
一
貫
教
育

の
導
入
」「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
（
学

校
運
営
協
議
会
の
設
置
）
の
導
入
」
④
「
吉

川
市
文
化
芸
術
振
興
基
金
」
の
創
設
に
あ
た

り
、
バ
ッ
ク
ボ
ー
ン
と
も
な
る
「（
仮
称
）

吉
川
市
文
化
芸
術
振
興
条
例
」
の
制
定
が
必

要
と
考
え
る
が
。
⑤
「
新
た
な
モ
ビ
リ
テ
ィ

サ
ー
ビ
ス
に
よ
る『
ま
ち
』づ
く
り
協
議
会
」

に
あ
る
学
校
」
を
推
進
し
て
い
く
。
④
文
化

芸
術
の
土
台
と
な
る
条
例
な
の
で
、
早
い
段

階
で
の
制
定
を
検
討
し
た
い
。
⑤
協
議
会
の

構
成
市
町
と
協
力
連
携
し
て
い
く
。

検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

４
月
か
ら
吉
川
中
学
校
が
開
校
、
Ｉ

Ｃ
Ｔ
の
先
進
的
な
活
用
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
、

教
職
員
の
働
き
方
改
革
を
積
極
的
に
推
進
し

そ
の
具
体
的
な
取
組
を
伺
い
ま
す
。

学
習
指
導
要
領
に
求
め
ら
れ
て
い
る

主
体
的
で
対
話
的
で
深
い
学
び
が
新

た
な
学
習
方
法
で
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ

問答
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総
務
水
道
常
任
委
員
会

◆
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　

バ
ス
運
行
管
理
業
務
委
託
料
の

３
５
０
万
円
減
額
理
由
。

　
な
ま
り
ん
バ
ス
の
年
間
運
行
予
定

日
数
１
６
０
日
に
対
し
、
利
用
が

１
４
４
日
（
２
月
末
）
だ
っ
た
た
め
。

90
あ
る
自
治
会
の
利
用
は
難
し
く
、

自
治
連
合
会
単
位
の
利
用
を
お
願
い

し
て
い
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

　
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
。

　
臨
時
職
員
と
非
常
勤
特
別
職
、
合

せ
て
３
７
８
名
を
予
定
し
、
総
額
約

６
千
万
円
の
負
担
増
と
な
る
。

　
タ
ク
シ
ー
利
用
料
助
成
事
業
の
利

用
状
況
と
見
込
み
。

　
対
象
者
１
７
９
０
人
、
交
付
率
は

42
・
５
％
。
利
用
率
56
・
８
％
。
令

和
２
年
度
は
対
象
者
２
千
人
、
交
付

率
45
％
、
利
用
率
75
％
を
見
込
ん
で

い
る
。
ま
た
当
事
業
の
検
証
を
行
う

予
定
。

　
総
合
振
興
計
画
と
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
を
合
せ
て
策
定
す
る
と

い
う
こ
と
だ
が
、
そ
の
関
係
性
と
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　
両
計
画
を
一
体
的
に
策
定
す
る
こ

と
で
、
基
礎
調
査
、
市
民
参
画
な
ど
、

委
託
を
共
有
で
き
る
。
１
年
目
に
基

本
構
想
、
２
年
目
に
基
本
計
画
の
策

定
を
予
定
。

賛
成
多
数
で
可
決

◆
吉
川
市
水
道
事
業
会
計
予
算

　
石
綿
管
、
老
朽
管
の
更
新
予
定
。

　

石
綿
管
は
約
28
㎞
残
っ
て
い
る

（
平
成
30
年
度
末
時
点
）。
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
を
踏
ま
え
、
10
年
間
の
具
体

的
な
施
設
更
新
の
実
施
計
画
を
策
定

し
、
そ
れ
に
合
わ
せ
、
管
路
の
更
新

を
進
め
た
い
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
吉
川
市
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
認
証
制
度
（
仮
称
）
お
よ
び

性
的
少
数
者
に
関
す
る
諸
問
題
へ
の

取
組
み
に
関
す
る
請
願

賛
成
多
数
で
採
択

文
教
福
祉
常
任
委
員
会

◆
吉
川
市
文
化
芸
術
振
興
基
金
条
例

　
ま
ず
文
化
芸
術
を
振
興
す
る
条
例

を
定
め
、
方
向
性
が
出
た
中
で
基
金

を
設
置
す
る
べ
き
で
は
。

　

文
化
芸
術
振
興
に
係
る
条
例
の
制

定
に
つ
い
て
は
、現
在
検
討
し
て
い
る
。

　
市
民
や
既
存
団
体
と
の
話
し
合
い

の
状
況
は
。

　
文
化
芸
術
振
興
に
つ
い
て
は
、
公

民
館
と
お
あ
し
す
等
、
主
な
活
動
場

所
と
な
る
施
設
の
修
繕
な
ど
施
設
面

の
整
備
を
し
て
き
た
。
あ
わ
せ
て
、

文
化
連
盟
へ
の
補
助
金
を
交
付
し
て
、

市
民
文
化
祭
や
文
化
芸
術
祭
な
ど
市

民
と
一
緒
に
事
業
を
行
う
中
で
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
市
主
催
事
業
と
し
て
演
劇

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
文
藝
よ
し
か
わ
の

刊
行
及
び
生
音
コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催

な
ど
実
施
し
て
き
て
い
る
。
今
後
も
、

市
民
の
声
を
聞
き
な
が
ら
、
文
化
芸

術
振
興
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
市
民
全
般
か
ら
文
化
芸
術
振
興
に

つ
い
て
の
機
運
が
感
じ
ら
れ
な
い
中

で
、
企
業
か
ら
寄
附
金
が
あ
っ
た
こ

と
を
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
附
帯
意
見
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う

に
寄
附
を
募
る
か
に
つ
い
て
考
え
、

歳
入
に
係
る
事
務
処
理
な
ど
を
整
理

し
、
演
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
な
ど
文
化

芸
術
振
興
の
取
り
組
み
を
Ｐ
Ｒ
す
る

中
で
、
寄
附
金
箱
を
設
置
し
寄
附
を

お
願
い
し
た
。
今
後
は
、
広
報
や

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
多
く
の
企
業
の
方

が
集
ま
る
場
所
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る
な

ど
、
広
く
寄
附
を
募
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

賛
成
少
数
で
否
決

◆
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
吉
川
中
学
校
の
現
在
の
状
況
は
。

　

本
体
工
事
は
１
月
末
で
完
了
し
、

現
在
外
構
の
一
部
で
工
事
が
行
わ
れ

て
い
る
。
ま
た
、
２
月
か
ら
は
備
品

搬
入
が
始
ま
り
、
継
続
し
て
行
わ
れ

て
い
る
状
況
で
あ
る
。

賛
成
全
員
で
可
決

市
長
提
出
議
案
／
委
員
会
審
査
概
要

市
長
提
出
議
案
／
委
員
会
審
査
概
要
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建
設
生
活
常
任
委
員
会

◆
工
事
請
負
契
約
の
変
更
契
約
の
締

結
に
つ
い
て

　
（
越
谷
吉
川
線
整
備
工
事
）
工
期

が
半
年
伸
び
る
要
因
と
完
了
時
期
に

つ
い
て
。

　
大
場
川
河
川
区
域
内
の
工
事
と
な

る
の
で
、
河
川
管
理
者
で
あ
る
県
と

随
時
協
議
を
行
い
な
が
ら
施
工
し
て

い
る
。
施
工
の
細
か
い
段
取
り
を
協

議
し
な
が
ら
決
め
て
い
く
た
め
、
協

議
に
時
間
を
要
し
た
。
施
工
の
完
了

時
期
は
河
川
内
の
工
事
は
５
月
末
、

河
川
区
域
外
の
工
事
は
９
月
末
の
完

成
予
定
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

　
市
民
農
園
の
工
事
請
負
費
の
整
備

内
容
と
減
額
理
由
に
つ
い
て
。

　
工
事
内
容
は
３
点
。
管
理
棟
東
側

砂
利
駐
車
場
出
入
り
口
の
両
側
門
扉

撤
去
工
事
。
既
存
の
砂
利
駐
車
場
を

平
ら
に
し
た
。
農
園
内
通
路
部
分
の

整
備
を
す
る
た
め
の
砂
利
敷
き
工
事
。

な
お
、
減
額
理
由
は
入
札
の
結
果
で

差
額
が
生
じ
た
。

　
ふ
る
さ
と
納
税
が
増
額
と
な
っ
て

い
る
が
、そ
の
内
容
と
件
数
に
つ
い
て
。

　
令
和
元
年
度
予
算
と
し
て
、
前
年

度
実
績
で
１
１
０
０
万
円
を
計
上
し

た
が
、
今
年
度
の
寄
付
の
伸
び
率
か

ら
、
決
算
見
込
み
を
７
０
０
万
円
プ

ラ
ス
し
た
。
寄
付
件
数
は
８
９
２
件
。

賛
成
全
員
で
可
決

◆
令
和
２
年
度
一
般
会
計
予
算

　
男
女
共
同
参
画
推
進
事
業
費
の
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
理
解
推
進
の
事
業
に
つ
い
て
。

　
イ
ベ
ン
ト
開
催
等
を
考
え
て
お
り
、

ぜ
ひ
当
事
者
の
声
を
お
聞
き
し
た
い

と
思
っ
て
い
る
。

　
三
郷
料
金
所
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー

フ
ル
化
の
予
算
の
内
容
に
つ
い
て
。

　

常
磐
自
動
車
道
の
北
側
側
道
と
、

県
道
バ
イ
パ
ス
と
の
交
差
点
部
分
の

測
量
と
今
後
の
工
事
の
必
要
性
な
ど

を
検
討
す
る
も
の
。賛

成
多
数
で
可
決

追
加
議
案

◆
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て

　
越
谷
都
市
計
画
事
業
吉
川
美
南
駅

周
辺
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
の
施

行
に
あ
た
り
、
土
地
区
画
整
理
法
第

１
０
０
条
の
２
の
規
定
に
よ
り
市
が

管
理
す
る
こ
と
と
な
っ
た
土
地
を
相

手
方
が
次
の
よ
う
に
占
有
し
て
い
る

こ
と
か
ら
明
渡
し
を
求
め
て
き
た
が
、

応
じ
て
も
ら
え
な
か
っ
た
た
め
、
土

地
の
明
け
渡
し
及
び
訴
訟
費
用
の
負

担
を
求
め
る
も
の
。

○�

吉
川
市
大
字
高
久
字
小
帳
９
７
２

番
地
３
ほ
か
３
筆
に
相
手
方
が
重

機
等
を
残
置
し
占
有
。

○
吉
川
市
大
字
高
久
字
小
帳
１
０
０

　

�

４
番
３
ほ
か
１
筆
に
相
手
方
が
コ

ン
テ
ナ
ハ
ウ
ス
等
を
残
置
し
占
有
。

◆
令
和
２
年
度
吉
川
市
吉
川
美
南
駅

東
口
周
辺
土
地
区
画
整
理
事
業
補
正

予
算

　
既
定
の
歳
入
歳
出
に
１
３
６
０
万

円
を
追
加
し
、
歳
入
歳
出
予
算
の
総

額
を
37
億
８
９
７
万
５
千
円
と
す
る

も
の
。
内
容
は
、
前
述
の
訴
訟
に
係

る
費
用
を
追
加
し
た
も
の
。

◆�

吉
川
市
文
化
芸
術
振
興
基
金
条
例

　

文
化
芸
術
の
振
興
を
図
る
た
め
、

文
化
芸
術
振
興
を
目
的
に
寄
附
を
い

た
だ
い
た
金
額
を
積
み
立
て
運
用
す

る
吉
川
市
文
化
芸
術
振
興
基
金
を
設

置
す
る
も
の
。

　
本
議
案
に
対
し
４
名
の
議
員
が
討

論
を
行
い
ま
し
た
。

反 

対 

討 

論

○
吉
川　
敏
幸

　

①
文
化
芸
術
振
興
条
例
の
策
定
、

②
幅
広
い
文
化
芸
術
活
動
へ
の
基
金

の
遣
い
方
の
決
定
過
程
の
問
題
。
③

寄
附
の
募
り
方
で
は
持
続
可
能
性
の

問
題
、
全
て
に
お
い
て
、
執
行
側
は

〝
今
後
は
〟
と
い
う
答
弁
で
あ
り
ま

し
た
。
よ
っ
て
、
私
た
ち
は
、
こ
の

条
例
案
は
計
画
性
や
十
分
な
検
討
が

な
さ
れ
て
い
な
い
と
判
断
し
、
反
対

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

○
遠
藤　
義
法

　
市
は
、
文
化
芸
術
振
興
基
金
を
つ

く
り
文
化
芸
術
の
振
興
に
つ
か
っ
て

い
く
と
し
て
い
る
が
、
来
年
度
は
演

劇
だ
け
に
使
う
計
画
で
あ
る
。

　
演
劇
を
や
っ
て
い
く
と
い
う
市
長

の
思
い
が
強
く
、
庁
内
だ
け
で
文
化

芸
術
の
基
本
方
針
が
つ
く
ら
れ
た
。

寄
附
な
ど
で
基
金
条
例
を
つ
く
り
、

そ
の
後
文
化
芸
術
基
本
条
例
を
考
え

て
い
く
と
い
う
の
で
は
す
す
め
方
が

逆
さ
ま
で
あ
る
。

○
伊
藤　
正
勝

　
こ
の
基
金
条
例
は
文
化
芸
術
の
定

義
や
目
的
も
明
示
せ
ず
、
条
例
の
内

容
自
体
不
備
が
あ
り
ま
す
。
寄
附
金

は
当
面
演
劇
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
充
て

る
と
の
答
弁
。
そ
の
文
言
も
見
当
た

り
ま
せ
ん
。
議
会
は
先
に
文
化
芸
術

の
振
興
は
広
範
な
市
民
合
意
、
劇
団

は
自
主
自
立
の
方
向
で
と
の
附
帯
決

議
。「
ム
リ
と
ヒ
ズ
ミ
」
の
条
例
で

は
禍
根
を
残
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

賛 

成 

討 

論

○
稲
葉
　
剛
治

　
『
文
化
芸
術
の
分
野
を
盛
り
上
げ

て
い
く
こ
と
は
市
民
の
心
の
豊
か
さ
、

さ
ら
に
子
供
の
情
操
教
育
つ
な
が
る

大
切
な
こ
と
で
す
。』
こ
れ
ま
で
の

市
の
文
化
芸
術
の
推
進
の
た
め
の

事
業
、
施
策
の
過
程
を
改
め
て
振
り

返
っ
た
上
で
、
第
９
号
議
案
に
対
し

賛
成
の
立
場
を
示
し
ま
す
。

注
目
の
議
案

８ページへ
続く
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―
　
反
　
対
　
討
　
論
　
―

日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団

　
　
　
　
　
　
　
　
遠
藤
　
義
法

　
旧
市
役
所
跡
地
の
再
利
用
や
三
輪

野
江
の
農
業
パ
ー
ク
構
想
な
ど
市
の

計
画
、
財
政
が
大
き
く
か
か
わ
る
事

業
が
市
長
の
意
向
が
先
行
し
、
市
の

事
業
と
し
て
追
認
し
て
い
る
。
市
民

参
加
と
市
職
員
の
英
知
を
集
め
た
事

業
と
す
べ
き
で
あ
る
。

　
市
の
施
策
・
事
業
は
特
定
の
地
域

や
特
定
の
団
体
を
対
象
と
せ
ず
、
市

民
全
員
対
象
に
す
べ
き
で
あ
る
。

①
旭
、
三
輪
野
江
地
域
を
中
心
に
タ

ク
シ
ー
利
用
補
助
事
業
を
試
行
的
に

実
施
し
た
が
、
公
共
交
通
事
業
は
す

べ
て
の
市
民
を
対
象
と
す
べ
き
で
あ

る
。

②
子
ど
も
の
貧
困
対
策
は
当
然
で
あ

る
が
、
中
間
層
も
含
め
生
活
は
き
び

し
く
、
子
ど
も
施
策
は
原
則
全
て
の

子
ど
も
を
対
象
に
実
施
す
る
こ
と
が

大
事
で
あ
る
。

③
市
街
化
調
整
地
域
の
公
園
整
備
や

舗
装
な
ど
の
環
境
整
備
が
後
回
し
に

な
っ
て
い
る
。
何
よ
り
も
市
民
の
方

が
そ
う
受
け
止
め
て
い
る
。

―
　
賛
　
成
　
討
　
論
　
―

未
来
会
議
よ
し
か
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
林
　
　
美
希

　
各
種
経
済
報
告
を
見
る
と
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
内
外
経

済
に
与
え
る
影
響
に
十
分
注
意
す
る

必
要
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
今
回

の
国
難
に
対
し
「
各
地
域
が
地
域
内

経
済
循
環
を
促
進
し
自
立
を
目
指
す

こ
と
」「
多
様
な
働
き
方
が
推
進
さ

れ
、
多
様
な
生
き
方
を
選
択
で
き
る

土
壌
を
つ
く
る
こ
と
」「
市
民
ひ
と

り
ひ
と
り
が
自
ら
の
幸
福
を
定
義
し
、

追
求
し
て
い
く
こ
と
」
が
必
要
で
あ

る
と
感
じ
る
。
そ
う
し
た
観
点
か
ら

改
め
て
施
政
方
針
を
見
返
す
と
、
吉

川
市
へ
の
愛
着
心
や
幸
福
実
感
の
向

上
に
つ
な
が
る
事
業
、
市
民
の
み
な

さ
ま
と
協
働
し
社
会
課
題
を
解
決
す

る
た
め
の
事
業
が
し
っ
か
り
重
要
視

さ
れ
て
い
た
。

　
投
票
と
い
う
形
で
意
思
を
示
す
こ

と
が
で
き
な
い
子
ど
も
達
含
め
た
全

て
の
市
民
の
た
め
、
公
平
公
正
で
筋

が
通
っ
た
議
決
と
持
続
可
能
な
未
来

を
描
く
こ
と
を
誓
い
、
審
議
の
結
果

賛
成
の
立
場
を
示
す
。

公
明
党
吉
川
市
議
団

　
　
　
　
　
　
五
十
嵐
　
惠
千
子

　
令
和
新
時
代
が
本
格
始
動
と
な
る

重
要
な
年
度
で
す
。

　
施
政
方
針
の
基
本
的
な
考
え
方
に

賛
同
し
た
上
で
、
①
減
災
力
向
上
と

体
制
強
化
を
図
る
人
材
育
成
や
水
害

関
連
標
識
の
設
置
。
②
自
治
会
や
民

生
児
童
委
員
等
へ
災
害
時
要
支
援
者

名
簿
の
配
布
及
び
支
援
者
向
け
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
。
③
子
ど
も
の
貧

困
対
策
や
児
童
虐
待
に
一
層
支
援
の

輪
を
広
げ
る
。
④
い
じ
め
・
不
登
校

対
策
と
し
て
勇
者
の
旅
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
実
施
。
⑤
吉
川
駅
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
。
⑥
高
齢
者
タ
ク
シ
ー
利
用

料
助
成
事
業
の
継
続
と
新
た
な
移
動

支
援
。
⑦
障
が
い
者
雇
用
の
促
進
。

等
々
、
こ
れ
ま
で
公
明
市
議
団
が
提

案
し
て
き
た
多
く
の
事
業
が
盛
り
込

ま
れ
て
お
り
高
く
評
価
し
ま
す
。

　
市
民
一
人
ひ
と
り
の
幸
福
と
市
政

の
発
展
が
一
致
す
る
、
名
実
共
に
住

み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
へ
、
職
員
が
一

丸
と
な
り
、
全
力
を
尽
く
さ
れ
る
事

を
願
い
賛
成
と
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
討
論

一
般
会
計
予
算
に
対
し
、
３
名
が
討
論
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

予
算

8

追
加
議
案
続
き

　
「
訴
え
の
提
起
に
つ
い
て
」
に
対

し
、
２
名
の
議
員
が
討
論
を
行
い
ま

し
た
。

反 

対 

討 

論

○
稲
垣　
茂
行

　

市
長
は
施
政
方
針
の
中
で
、「
事

業
は
、
地
権
者
の
協
力
を
得
て
着
実

に
進
ん
で
い
る
」
と
述
べ
た
が
突
然
、

「
裁
判
」
を
提
起
。

　
重
機
等
の
残
置
理
由
や
事
業
へ
の

具
体
的
影
響
、
相
手
方
と
の
折
衝
経

過
、
裁
判
の
見
通
し
等
、
不
透
明
な

中
で
の
判
断
は
危
険
。

　
調
査
・
検
討
の
上
、
６
月
議
会
で

再
審
議
す
べ
き
と
考
え
、
反
対
。

○
伊
藤　
正
勝

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策
に
伴

い
、
議
会
は
会
期
を
短
縮
。
そ
の
中

で
の
追
加
議
案
。
５
人
の
議
員
が
立

ち
、「
土
地
明
け
渡
し
」
の
話
し
合

い
や
交
渉
、
経
過
や
内
容
を
質
問
。

責
任
者
の
市
長
が
ど
う
対
応
し
判
断

し
た
の
か
。
自
ら
説
明
し
納
得
の
努

力
を
す
る
の
は
当
た
り
前
の
こ
と
で

す
。
終
始
無
言
は
理
解
で
き
ず
、
こ

れ
で
は
、
賛
成
で
き
な
い
。
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答えて市長！一般質問
「コロナウイルス感染症対応のため一般質問を取りやめ」

市執行部への業務への影響を考慮し、
感染拡大予防のため、
予定されていた12名の一般質問を取りやめました。
予定されていた一般質問について、後日、書面にて回答がありましたので、
質問者が要約してお知らせします。

［経緯］
　３月２日、議会運営委員会において、一般質問を実施すべきか
検討されました。市内に感染者はなく、一般質問の日程まで日に
ちがあることから、早々に中止を決定するべきではないと、状況
変化を注視することとなりました。その後、市内事業所に勤務す
る方が新型コロナウイルスに感染したとの発表をうけ、３月10日
に議会内で再度協議を行った結果、市執行部への業務への影響を
考慮し、感染拡大防止のため、今定例会での一般質問を取りやめ
ることを決定しました。
　なお、稲葉剛治議員・林美希議員の２名は、３月２日の議会運
営委員会終了後、本人の申し出により一般質問を取り下げました。

一般質問

木売落し貯留計画は見直し
調整池設置も現時点は困難

降旗　聡

問 浸水（内水）対策は喫緊の課題。吉川駅北口
周辺地域の治水対策としての「木売落し貯留

計画の経過と課題、今後の進め方」について。

答 総合治水計画において、降雨量が３年確立か
ら５年確立になり、この増加分に対応するた

めに検討を進めた。検討を進める中、毎年のように
長時間連続した豪雨が発生していることから、機械
や設備の増強に加え、軟弱地盤への対応など、事業
費が増大したため、事業費の抑制を検討した。しか
し、最終的に補助金交付要件の費用対便益比を満た
すことができず、計画を見直すことを今年１月に決
定。今後は、改めて様々な手法について検討してい
く。

問 吉川駅北口地域・南中学校周辺地域の対策と
して、大規模調整池設置の考えについて。

答 雨水貯留は、区域外貯留、排水区の変更、整
備する場所なども含めて、事業化に向けた手

続きや財源など様々な課題がある。また、ポンプで
くみ上げるのではなく、高低差を利用して池への流
入を行わなければならないなど、技術的な制約もあ
り、現時点では非常に困難であると考えている。

「断らない」相談窓口設置
と支援導入を

五十嵐　惠千子

問 市民の暮らしが多様化する中、個人が抱える
課題は複合化・複雑化し、何処へ相談してよ

いか判らないといった声があります。当市も「誰ひ
とり取り残さない」ＳＤＧｓの視点で、市民の様々
な相談を「断らないで」受け止め、ワンストップで
問題解決をする窓口設置と支援体制の拡充を。

答 当市では、子育て支援、生活困窮者、障がい
者支援、高齢者支援に、各々、担当ケースワ

ーカーや専門職員を配置し問題解決に努めている。
また、その過程において、複数の問題を抱えるケー
スは担当者や関係機関へ適切に繋げることを基本
に、複合化・複雑化した相談については、関係機関
による会議を開催し、アセスメントを共有し、支援
や役割を調整しながら、解決に向けた連携も図って
いる。お尋ねの、ＳＤＧｓの視点も踏まえた「断ら
ない相談窓口設置と支援導入」については、当市に
おける現状の分析、市民ニーズ、人材の確保、地域
資源の状況等を踏まえながら、当市の支援スタイル
に一番見合った形を目指して、具体的な検討に向け
た作業に着手する。

9
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予測不能な自然災害に対する
防災・人災について

大泉　日出男

問 台風19号を受けて①防災ラジオ導入の今後
の方向性②防災意識可視化による「浸水深」

はいつどこに③避難場所指定の体育館にエアコン設
置と避難場所環境は④避難所受入れの状況、要支援
含め、過ごし方、主な声、今後の課題等は

答 ①導入に向けて未だ調査研究中②早期に幹線
道路37箇所に予定③導入は現段階では未定

で困難④避難が先立った為備蓄品は携行せず毛布、
敷物、飲食物の要望があり今後は自主防災組織の運
営が必要で自助の視点から常に備蓄や啓発運動を進
める

◆�まちの価値を高める新たな競争力、成長を生み出
す経済産業政策について

問 ①商業活性化を含めてどのような競争力を検
討②中小企業の後継者の課題について③人口

減少にむけ新しい産業次世代通信規格５Ｇを取り入
れる所見④当市プレミアム商品券の検討導入の展望
は⑤住宅改修補助金の増額予算と時期。

答 ①農商工連携し産業振興計画を着実に遂行す
る②国税制の事業継承の在り方をセミナーで

実施周知③動向注視する④調査研究を継続⑤６月頃
受付３月改修終了で昨年より微増の予算措置。

商工業施設等と協定を結び、
水害時の避難所確保を

雪田　きよみ

問 地球温暖化の影響を受け、豪雨災害が頻繁に
繰り返されている。吉川市でも近い将来必ず

大規模な災害が起きるのではないかと、多くの人が
不安を抱いている。吉川市洪水ハザードマップでは、
中川・江戸川・利根川の氾濫それぞれで広範な浸水
被害が予測されている。大型水害の際、避難が必要
と見込まれる世帯数、避難者数は。

答 気候や河川の条件、避難者の避難可否等様々
な状況が考えられ、避難者数の想定は困難。

問 最大何人程度収容できる見込みか。

答 水害時の指定避難所として全17カ所、最大収
容人数は9,867人。

問 ２階までの浸水被害の場合、避難所難民が発
生するのではないか。見解は。

答 一部地域では２階まで浸水被害の恐れがあり、自
らの命を守る行動をとっていただく必要がある。

問 マンションや工業・商業施設を避難所として
利用する協定の締結が必要ではないか

答 中高層の民間建物を緊急一時的に利用するこ
とは重要。建築物所有者や管理者と協定締結

などの協力体制構築に務めていく。

八坂祭りを市民の誇り
となるお祭りにするために

赤出川　義夫

問 吉川市民全体が参加できるような取り組みつ
いての考えを伺いたい

答 歴史ある八坂祭りは、市内外に誇れるお祭り
であり、観光協会として支援をさせていただ

いている。地元から引き続き神輿競演の吉川駅前開
催要望があります。八坂祭りは、市の魅力発信に大
きく寄与するものであり、地元の方々と連携を図り
取組んでまいります。

問 中川の堤防嵩上げの完成予定について

答 江戸川河川事務所に確認したところ、平成30
年度に高久雨水ポンプ場西側において、試験

盛土を実施し、沈下量などの検証が行われたところ
で、工事の完成時期は未定。昨年の台風19号で河川
水位が、氾濫危険水位を超えたことを踏まえ、早期
に工事着手されるように要望してまいります。

問 成年後見制度について市の取組を伺います

答 認知高齢者が増加していくと予測、高齢者が
住み慣れた地域で安心して暮らせるよう、８

期吉川市高齢者福祉計画の策定において支援体制の
整備を検討してまいります。

三輪野江産業振興地域における
資材置場の安全対策を

飯島　正義

問 三輪野江地域においては近年様々な事業所と
同時に資材置場が乱立している状況です。三

輪野江2351番地の資材置場では、鉄筋、鉄骨の切
断及び運搬がされています。早朝から深夜２時頃ま
での操業による騒音被害が起きています。市の対応
経過と今後の方向性について質問します。

答 三輪野江の資材置場は、平成29年３月頃に都
市計画法違反の状況の中、事業を開始しまし

た。平成30年１月28日に初めて騒音の相談が担当
課に寄せられ、立ち入り調査を行うとともに騒音対
策指導を行いました。その後、現場確認とともに改
善指導を継続しています。早朝、夜間の作業におけ
る作業騒音について近隣の方から相談を受けること
があり、今年に入ってからも２月３日の相談を機に
作業場の立ち入りし、深夜に及ぶ作業を認めたため、
厳しく指導しました。今後は、作業時間の徹底を引
き続き指導するとともに、事業者の騒音対策の実施
にあたり、開発行為を所管する都市整備部とも調整
を図りながら対応します。

一般質問
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コロナ対策。防災・減災
危機管理に万全を !

伊藤　正勝

問 足場を固めて、「今」に注力。万全の危機
管理を。まず、コロナ対策について現時点

（3/16）での取り組みを伺いたい。

答 教育委員会関係だけで61件の事業、イベント
を中止している。保育所については通常通り。

学童保育室は小学校低学年と特別支援学級の児童を
対象に保育を実施。幼稚園は一部で休園も。商工業
については飲食業などから予約キャンセルで先行き
不安との声。融資の問い合わせも数件あり、長期化
に備えて対応していく。

問 防災、減災について。先の台風（19号）によ
る教訓は、どう生かすのか。

答 想定以上の794人の市民が避難した。▽職員
体制の再構築を検討▽地域主体の避難所開設

と運営のマニュアル作り▽避難時に必要な携行品に
ついての啓発等につとめたい。

問 休日、夜間、緊急時の体制は。市内在住職員
の実状についても伺います。

答 先の台風では222人の職員が対応した。市内
在住者は208人で50.2%。会計年度職員の活

用は現時点では考えていない。

豪雨災害に対する
総合的な治水対策は

遠藤　義法

問 吉川駅前の治水対策と中川の河川改修、水底
を掃うことで貯水能力の増の見込みは。

答 吉川駅前の治水対策は、ポンプ設備の増強と
雨水貯留などの手法を検討していく。共保ポ

ンプ場の排水能力は、現在３台で毎秒4.4㎥となっ
ている。５年確率に対応する場合、毎秒2.8㎥の上
乗せが必要であると試算している。

問 江戸川河川防災ステーション内に市の学習セ
ンター、避難所等を建設する計画の概要は。

答 市が建設する水防センターの規模等は未定。
今後地域の皆様と協議を行い、検討していく。

◆公費負担を増やし、国保税引き下げを

問 全国知事会などは、協会けんぽ並みに国保税
を引き下げるために公費負担の増額を求めて

いる。市の見解と、国・県への要望の取り組みは。
収入のない子どもの均等割軽減の考えは。

答 国の責任において財政措置を含めた均等割保
険税を軽減する支援制度の創設を国に要望し

ている。

「まちづくり」の
基本的姿勢を問う

稲垣　茂行

問 先の市議会議員選挙の結果をどう受け止めた
のか。

答 有権者が選んだ選挙結果に対し、言う立場に
ない。市民の負託に応え、市の発展に尽力さ

れることを期待します。

問 二元代表制をどう理解されているのか。今後、
「議会」とどう向き合っていくのか。

答 二元代表制の趣旨を踏まえ、実りある議論を
行い価値ある未来を目指す。

問 市民参画、意見の収集、情報の提供、協働に
ついての考えは。

答 市民参画条例に基づき、市民参画、協働によ
るまちづくりを進めてきましたが、引き続き

市民の意見に耳を傾け、施策・市政運営に反映でき
るよう推進していく。

問 市長の役割とリーダーシップについての認
識。これまでを振り返り、自己評価は。

答 市民と行政の「共働」を踏まえ、責任と矜持
をもって政策を決断し実行することが市長の

役割だと考える。市長就任以来、全力で取り組んで
きたが、評価については市民に任せたい。

屋外スポーツの現場に
ＡＥＤの設置を

成本　直寛

問 現在、吉川市内には自動体外式除細動器（以
下ＡＥＤ）が設置されておりますが、屋外ス

ポーツが行われている美南中央公園や中曽根公園等
に設置されておりません。スポーツ現場の安全性を
高めるために設置していくべきではないかと考えま
す。市のお考えをお伺いいたします。

答 スポーツを実施する施設においては、ＡＥＤ
を設置することが望ましいと考えておりま

す。小中学校につきましては、ＡＥＤの設置場所を
屋内から屋外に変更したところでございます。しか
し、公園については、点検や管理が難しいことに加
え、盗難やいたずら等による損傷のリスクが高いな
ど適正な維持管理が難しいことから、設置場所には
適さないと考えております。必要な時に速やかにＡ
ＥＤを使用するために
は、事前に設置場所を把
握していただくことが重
要であることから、引き
続き市ホームページなど
で設置場所の周知を図っ
てまいります。
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吉
川
市
に
お
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
認
証

制
度
（
仮
称
）
お
よ
び
性
的
少
数
者
に
関
す
る

諸
問
題
へ
の
取
組
み
に
関
す
る
請
願

提
出
者	

古
賀　
茜

紹
介
議
員	

五
十
嵐
惠
千
子　
議
員

	

齋
藤　
　
詔
治　
議
員

	

雪
田　
き
よ
み　
議
員

	

稲
葉　
　
剛
治　
議
員

【
要
旨
】

①　

吉
川
市
の
教
育
、
福
祉
、
医
療
、
就
業
、

そ
の
他
の
行
政
活
動
に
お
い
て
、
性
自
認
、
性

的
指
向
に
よ
る
差
別
を
許
さ
な
い
た
め
の
諸
施

策
を
講
じ
て
い
た
だ
き
た
い
。

②　
吉
川
市
で
、
同
性
同
士
で
生
活
す
る
者
も

含
め
家
族
と
し
て
扱
う
「
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
の
認
証
制
度
（
仮
称
）」
を
早
期
に
創
設
し
、

そ
の
存
在
を
公
に
認
め
る
こ
と
で
、
性
的
少
数

者
に
と
っ
て
も
住
み
や
す
い
、
魅
力
的
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

【
理
由
】

　
各
地
に
お
い
て
性
的
指
向
や
性
自
認
に
よ
る

偏
見
や
差
別
の
な
い
社
会
を
目
指
す
た
め
の
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
配
慮
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
が
実
施
さ
れ
、
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
憲
章
に
は
「
性
的
指
向
に
よ
る
差

別
の
禁
止
」
が
明
文
で
盛
り
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

家
族
を
形
成
し
、
社
会
か
ら
承
認
を
得
る
こ
と

は
人
と
し
て
の
根
源
的
な
欲
求
で
重
要
な
人
権

問
題
で
す
。
し
か
し
、
異
性
愛
者
に
は
、
家
族

を
形
成
し
法
的
に
保
護
が
さ
れ
る
一
方
で
、
同

性
等
と
親
密
な
関
係
を
築
き
た
い
人
を
排
除
し

て
い
る
現
状
で
す
。
誰
も
が
自
分
ら
し
く
生
き

ら
れ
る
吉
川
市
を
実
現
す
る
た
め
に
、
一
日
も

早
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
く
こ
と
を
切

望
し
て
い
ま
す
。

確実な避難情報の伝達に
戸別受信機の設置を問う

吉川　敏幸

問 埼玉県加須市は昨年12月議会で、台風19号
の経験から災害時に避難指示などの情報が確

実に届けられるよう全４万７千世帯に戸別受信機の
無償貸与を決定した。当市においても、救える命は
必ず救うという気概を持って災害弱者を中心に戸別
受信機の配備を進めるべきと考えるが、市の見解は。

答 戸別受信機の配備については、災害弱者の
方々に対しての確実な避難情報等の伝達手段

の一つとして認識しておりますが、市といたしまし
ては、「よしかわ安心電話」のみならず、防災行政
無線の補完措置として費用対効果の高い情報伝達手
段について、調査研究を進めてまいりたい。

◆交通弱者の投票権をどうすべきと考えるか

問 より民意を反映させるために、投票に行きた
いけど行けない交通弱者の方々の民意を反映

させるために、市はどうお考えか。

答 他市町におきまして、地域の実情に応じた対
応策の一つとして、循環バスの運行など対応

している事例を把握しております。選挙管理委員会
といたしましては、研究してまいりたい。

ケアラーを一人にさせない
地域支援の充実を

岩田　京子

問 ①埼玉県議会では「埼玉県ケアラー支援条例」
が議員提案されていますが、吉川市のケアラ

ー支援についてお聞かせください。
②ケアラー支援者育成のための介護者支援セミナー
の開催についての見解は。

答 ①令和２年度は包括支援センターで年３回
「介護者のつどい」を開催予定。また、精神的、

身体的負担の高いケアラーに対する理解の醸成に努
める。②今後、高齢者数の増加に伴い、在宅介護も
増加する見込み。県の動向を注視しながら、担い手
育成についても検討が必要。

◆ＳＤＧｓ達成に向けた具体的な取り組みについて

問 ① ｢二酸化炭素排出実質ゼロ宣言｣ しません
か。②「プラスチック・スマート宣言」しま

せんか。

答 ①温暖化対策への取り組みを表明する形の１
つとして検討していく。②宣言はしていない

が、令和元年５月29日付で市が主催する会議におい
てペットボトルでの提供を控え陶器やカップ等を使
用するよう全職員に周知した。

請
願

議
員
提
出
概
要

一般質問

12

請
願
と
は
、
国
民
に
認
め
ら
れ
た
憲
法
上
（
第
16
条
）
の
権
利
の

一
つ
で
、
国
ま
た
は
、
地
方
公
共
団
体
の
機
関
に
対
し
て
意
見
や

希
望
を
述
べ
る
こ
と
を
言
い
、
そ
の
手
続
き
等
は
、
請
願
法
に
よ

り
ま
す
。

市
議
会
へ
の
請
願
に
は
、
市
議
会
議
員
の
紹
介
が
必
要
で
す
。
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請
願
討
論

　
本
請
願
に
対
し
、
３
名
の
議
員
が
討
論
を
行

い
ま
し
た
。

～
賛
成
討
論
～

〇
公
明
党
吉
川
市
議
団
　

大
泉
　
日
出
男

　
誰
も
が
輝
く
社
会
の
実
現
へ
国
連
で
採
択
さ

れ
た
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
の

誰
一
人
置
き
去
り
に
し
な
い
理
念
と
同
様
に
、

わ
が
市
に
お
い
て
も
幅
広
く
性
の
多
様
性
を
認

め
合
い
、
イ
ベ
ン
ト
、
啓
発
紙
の
発
行
を
し
て

い
く
事
で
周
知
、
認
知
さ
れ
て
い
く
も
の
と
考

え
ま
す
。
愛
す
る
人
と
家
族
と
し
て
生
き
て
い

き
た
い
、
と
い
う
請
願
者
の
思
い
を
受
け
と
め
、

住
み
や
す
い
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
く
り
を
進

め
自
分
ら
し
く
生
き
ら
れ
る
吉
川
市
を
実
現
す

る
為
に
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
認
証
制
度
（
仮

称
）
を
早
期
に
創
設
す
べ
き
と
考
え
本
請
願
に

賛
成
致
し
ま
す
。

〇
未
来
会
議
よ
し
か
わ
　

林
　
美
希

　
生
ま
れ
持
っ
て
の
身
体
の
性
別
の
み
で
役
割

を
固
定
さ
れ
る
機
会
の
多
さ
、
そ
れ
に
よ
り
ひ

と
り
ひ
と
り
の
能
力
が
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
さ
れ

な
い
こ
と
に
よ
る
社
会
の
損
失
の
大
き
さ
、
こ

れ
ら
は
非
常
に
大
き
な
社
会
課
題
で
あ
る
と
考

え
る
。

　
周
知
啓
発
な
き
制
度
の
早
期
創
設
は
当
事
者

の
方
を
今
以
上
に
無
理
解
の
矢
面
に
立
た
せ
て

し
ま
う
の
で
は
と
の
懸
念
は
あ
る
が
、
市
の
方

向
性
、
請
願
者
と
の
内
容
確
認
に
お
い
て
周
知

啓
発
に
つ
い
て
の
考
え
が
確
認
で
き
た
。

　

誰
も
が
生
き
や
す
い
社
会
の
実
現
の
た
め
、

請
願
に
賛
成
の
立
場
を
示
す
。

〇
日
本
共
産
党
吉
川
市
議
員
団
　雪

田
　
き
よ
み

　
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
社
会
の
実
現
を
目
指
す
今
、

こ
の
時
代
に
、
異
性
婚
者
に
は
当
た
り
前
に
認

め
ら
れ
て
い
る
権
利
が
、
同
性
カ
ッ
プ
ル
に
は

認
め
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。
本
当
に
残
念
で
す
。

全
国
で
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
条
例
を
創
設
す
る

自
治
体
が
増
え
て
い
ま
す
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
入

院
や
手
術
時
に
、
同
性
パ
ー
ト
ナ
ー
に
同
意
書

に
サ
イ
ン
す
る
権
利
や
、
生
命
保
険
の
受
取
人

と
し
て
も
認
め
ら
れ
ま
す
。

　
本
来
は
国
が
法
整
備
す
る
べ
き
で
す
。
し
か

し
そ
の
た
め
に
も
、
ま
ず
は
吉
川
市
に
も
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
認
証
制
度
を
創
設
し
、
自
治
体

か
ら
の
動
き
を
作
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

意
見
書

議
員
提
出
概
要

　
今
定
例
会
に
は
４
件
の
意
見
書
が
提
出
さ
れ
、

次
の
１
件
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
対
す
る
実
効

性
あ
る
支
援
と
対
策
を
求
め
る
意
見
書

　
ひ
き
こ
も
り
は
主
と
し
て
若
年
・
青
年
層
の

課
題
と
し
て
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し

最
近
で
は
、
就
職
氷
河
期
世
代
も
含
め
中
高
年

層
に
及
ぶ
大
き
な
社
会
問
題
と
し
て
ク
ロ
ー
ズ

ア
ッ
プ
さ
れ
て
き
て
い
る
。
ひ
き
こ
も
り
期
間

の
長
期
化
や
高
齢
化
に
よ
り
、
高
齢
者
の
親
と

と
も
に
社
会
的
に
孤
立
す
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く

な
い
。　

　
政
府
と
し
て
は
、
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
・
政

令
市
へ
の「
ひ
き
こ
も
り
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
や
「
ひ
き
こ
も
り
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
研

修
・
派
遣
事
業
」
を
行
っ
て
き
た
が
、
今
後
は
、

よ
り
身
近
な
場
所
で
の
相
談
支
援
の
実
施
や
社

会
参
加
の
場
の
充
実
な
ど
、
就
職
氷
河
期
世
代

も
含
め
た
中
高
年
の
ひ
き
こ
も
り
に
対
し
て
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
実
効
性
あ
る
支
援
と
対
策
を

講
じ
る
べ
き
で
あ
る
。

　
そ
こ
で
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
中
高
年
の
ひ

き
こ
も
り
は
、
個
々
人
や
そ
の
家
族
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
社
会
全
体
で
受
け
止
め
る
べ
き

大
変
重
要
な
課
題
と
捉
え
、
下
記
の
事
項
に
つ

い
て
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
を
強
く
求
め
る
。

　
　
　
　
　
　
　
記

１　
よ
り
身
近
な
場
所
で
の
相
談
支
援
を
行
う

た
め
、
自
立
相
談
支
援
機
関
の
窓
口
に
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
支
援
員
を
配
置
し
、
同
行
相
談
や
信
頼

関
係
の
構
築
と
い
っ
た
対
本
人
型
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
。
ま
た
、
自
立

相
談
支
援
の
機
能
強
化
に
向
け
た
ア
ウ
ト
リ
ー

チ
等
を
行
う
た
め
の
経
費
に
つ
い
て
は
、
新
た

な
財
政
支
援
の
仕
組
み
を
創
設
す
る
こ
と
。

他
２
項
目

13 12

意
見
書
と
は
、
地
方
自
治
法
第
99
条
に
基
づ
き
、
市
の
公
益
に
関

す
る
こ
と
に
つ
い
て
、
国
会
や
関
係
行
政
庁
に
対
し
、
議
会
の
意

見
を
ま
と
め
て
提
出
す
る
文
書
の
こ
と
で
す
。
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議
決
結
果

自由民主党 市民の会 未来会議 共産 公明 無 無

赤
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≪市長提出議案≫
吉川市道路の構造の技術的基準に関する
条例の一部を改正する条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市特定教育・保育施設及び特定地域
型保育事業の運営に関する基準を定める
条例の一部を改正する条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市家庭的保育事業等の設備及び運営
に関する基準を定める条例の一部を改正
する条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市放課後児童健全育成事業の設備及
び運営に関する基準を定める条例の一部
を改正する条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市税条例及び吉川市手数料条例の一
部を改正する条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市国民健康保険税条例の一部を改正
する条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市債権管理に関する条例の一部を改
正する条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市文化芸術振興基金条例 否決 × × 議 ― × × × × × 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇

吉川市水道事業の設置等に関する条例等
の一部を改正する条例 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

職員の服務の宣誓に関する条例及び吉川
市職員公務災害等見舞金支給条例の一部
を改正する条例

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

工事請負契約の変更契約の締結について 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

教育委員会委員の任命について 同意 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

監査委員の選任について 同意 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度吉川市一般会計補正予算（第
５号）修正案 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

令和元年度吉川市一般会計補正予算（第
５号）
≪修正部分を除く原案≫

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度吉川市介護保険特別会計補正
予算（第３号） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度吉川市吉川美南駅東口周辺地
区土地区画整理事業特別会計補正予算
（第２号）

可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和元年度吉川市下水道事業会計補正予
算（第４号） 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市一般会計予算修正案 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 × × × 〇 〇

令和２年度吉川市一般会計予算
≪修正案を除く原案≫ 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市国民健康保険特別会計
予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市農業集落排水事業特別
会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

3月定例会審議結果一覧 〇 =賛成、× =反対、議 =議長（議決に加わりません）
◎ =議案提出者、― =退席
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令和２年度吉川市介護保険特別会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市後期高齢者医療特別会
計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市吉川美南駅東口周辺地
区土地区画整理事業特別会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市水道事業会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市下水道事業会計予算 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇

訴えの提起について 否決 × × 議 ― × × × × × 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇

訴えの提起について 否決 × × 議 ― × × × × × 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇

令和２年度吉川市吉川美南駅東口周辺土
地区画整理事業特別会計補正予算（第１
号）

否決 × × 議 〇 × × × × × 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 ×

≪請願≫
吉川市におけるパートナーシップの認証
制度（仮称）および性的少数者に関する諸
問題への取組みに関する請願

採択 ― ― 議 ― ― 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

≪議員提出議案≫
中高年のひきこもりに対する実効性ある
支援と対策を求める意見書 可決 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ◎ 〇 〇 〇

中東への自衛隊派遣の撤退を求める意見
書 否決 × × 議 × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 〇 ◎ × × × × 〇

消費税率５％への引き下げを求める意見書 否決 × × 議 × × × × × × × × × 〇 ◎ 〇 × × × × ×

後期高齢者の医療費窓口負担の現状維持
を求める意見書 否決 × × 議 × × 〇 〇 × × × × × ◎ 〇 〇 × × × × 〇

◆
ご
意
見
・
ご
感
想
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
◆

　
　

〒
３
４
２
―８
５
０
１

　
　
　
　
　
　

吉
川
市
き
よ
み
野
一
丁
目
１
番
地

　
　
　
　
　
　
　
　

吉
川
市
役
所　

議
会
事
務
局

　
　
　
　

Ｆ
Ａ
Ｘ 

０
４
８
（
９
８
１
）
５
３
９
２

～
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
～

　

３
月
定
例
会
中
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
応

に
伴
う
傍
聴
自
粛
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

引
き
続
き
、
手
洗
い
・
う
が
い
・
咳
エ
チ
ケ
ッ
ト

な
ど
、
感
染
症
対
策
に
お
努
め

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、
ご
協
力

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

＊�会派名の「共産」は「日本共産党吉川市議員団」、「公明」は「公明党吉川市議団」、「自民」は「自由民主党吉川市議
員団」、「未来会議」は「未来会議よしかわ」の略です。「無」は会派に属さない者です。

お
詫
び

　

よ
し
か
わ
市
議
会
だ
よ
り
№
184
、
3
ペ
ー
ジ
、
3

段
目
、
文
教
福
祉
常
任
委
員
会
、「
手
話
言
語
条
例
」

に
お
い
て
、「
市
聴
覚
障
害
者
協
会
」
と
表
記
す
べ
き

と
こ
ろ
、
誤
っ
て｢

視
聴
覚
障
害
者
協
会｣

と
表
記

し
て
お
り
ま
し
た
。お
詫
び
し
て
、訂
正
い
た
し
ま
す
。
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日 月 火 水 木 金 土

6 月 2日
開会日

6 月 3日
休会日

6 月 4日
本会議

（議案審議）

6 月 5日
委員会

（総務水道・
文教福祉）

6 月 6日
休会日

6 月 7日
休会日

6 月 8日
委員会

（建設生活）

6 月 9日
委員会

（請願審査）

6月10日
休会日

6月11日
本会議

（委員長報告）

6月12日
一般質問

6月13日
休会日

6月14日
休会日

6月15日
一般質問

6月16日
一般質問
閉会日

本会議は 10時、委員会は 9時 30分に開会します。
本会議の様子は、ホームページでもご覧になれます。

次定例会のお知らせ 市の重要な施策や皆さんに身近な問題が審議されます

＊傍聴について
新型コロナウイルス感染拡大予防のため、傍聴自粛のご協力をお願いする可能性があります。

「よしかわ議会だより」の音声版を「朗読サークルきんもくせい」の協力で作成しています。
ご希望の方は、議会事務局へご連絡ください。

編

集

後

記

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
不
安
が
世
界
的
に
広
が
る
中
、
３
月
の
定
例
議

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の
不
安
が
世
界
的
に
広
が
る
中
、
３
月
の
定
例
議

会
が
開
か
れ
ま
し
た
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